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一般質問（要旨）

水郡線を走るトロッコ列車『奥久慈風っこ号』

県北臨海地域資源のひとつである国民宿舎「鵜の岬」（日立市）

県の浄水施設（県西水道事務所）

石
井
邦
一
議
員
（
自
由
民
主
党
）　

県
北
山
間
地
域
の
活
力
創
出
に
向
け

て
、
水
郡
線
の
利
便
性
向
上
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
水
郡
線
の
輸
送
力

向
上
の
た
め
に
、
Ｊ
Ｒ
へ
の
要
望
事

項
の
実
現
に
向
け
、
ど
の
よ
う
に
働

き
か
け
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
水
郡

線
の
常
磐
線
乗
り
入
れ
復
活
に
向
け

て
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

企
画
部
長　

平
成
二
十
二
年
度
は
、

イ
ベ
ン
ト
列
車
の
運
行
な
ど
に
よ

り
、
首
都
圏
か
ら
の
誘
客
促
進
や
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
努
め
る
。
ま
た
、

沿
線
市
町
と
と
も
に
、
利
用
促
進
や

利
便
性
向
上
に
向
け
た
検
討
を
行
い

な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ
に
対
し
、
引
き
続
き

働
き
か
け
て
い
く
。
常
磐
線
乗
り
入

れ
に
つ
い
て
は
、
水
郡
線
の
現
在
の

車
両
に
よ
る
運
行
に
は
課
題
が
多
い

と
聞
い
て
い
る
。

議
員　

県
北
山
間
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
は
、「
Ｆ
Ｉ
Ｔ
構
想
」

を
活
用
し
、
国
や
福
島
・
栃
木
両
県

と
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
様
々
な
課

題
解
決
の
近
道
で
あ
る
。
知
事
は
同

構
想
を
活
用
し
、
こ
の
地
域
の
活
性

化
に
全
力
で
取
り
組
む
考
え
は
あ
る

の
か
、
ハ
ー
ド
事
業
の
推
進
に
つ
い

て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

知
事　

構
想
に
基
づ
く
事
業
の
推

進
に
よ
り
、
県
域
を
越
え
た
交
流
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
ハ
ー

ド
事
業
で
は
、
住
民
に
も
利
便
性
の

高
い
道
路
整
備
、
快
適
な
情
報
通
信

環
境
の
構
築
な
ど
は
、
地
域
発
展
に

と
っ
て
重
要
課
題
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
課
題
な
ど
も
踏
ま
え
、
構
想
を

活
用
し
た
活
性
化
に
、
今
後
と
も
、

国
、
県
、
市
町
村
な
ど
と
連
携
を
図

り
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

経
済
的
に
も
、
精
神
的
に
も

大
き
な
負
担
を
背
負
い
な
が
ら
不
妊

症
と
闘
っ
て
い
る
夫
婦
に
対
す
る
支

援
を
、
も
っ
と
充
実
さ
せ
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
安
心
し

て
妊
娠
・
出
産
で
き
る
環
境
づ
く
り

の
た
め
に
、
不
妊
治
療
に
対
す
る
支

援
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

治
療
費
の
助
成
に

つ
い
て
は
、
二
十
一
年
度
に
、
国
の

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
助
成
限
度

額
を
増
額
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
二

十
二
年
度
も
継
続
す
る
。
個
別
相
談

に
つ
い
て
は
、
電
子
メ
ー
ル
を
活
用

す
る
な
ど
、
よ
り
多
く
の
方
々
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
小
規
模
産
地
に
お
け
る

農
産
物
の
販
売
促
進
、
周
遊
バ
ス
の

運
行
ル
ー
ト
の
拡
大
な
ど
も
質
問
）

菊
池
敏
行
議
員
（
自
由
民
主
党
）　

新
茨
城
県
総
合
計
画
「
元
気
い
ば
ら

き
戦
略
プ
ラ
ン
」
が
平
成
二
十
二
年

度
で
最
終
年
度
を
迎
え
る
。
平
成
二

十
三
年
度
か
ら
の
計
画
は
、
県
北
臨

海
地
域
の
特
徴
や
資
源
を
十
分
に
活

か
し
た
地
域
振
興
を
考
慮
し
た
上
で

の
策
定
を
望
む
が
、
今
後
の
県
北
臨

海
地
域
の
振
興
策
、
特
に
産
業
の
活

性
化
や
交
流
の
拡
大
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

知
事　

産
学
官
連
携
に
よ
る
新
技

術
・
新
製
品
開
発
な
ど
で
、
も
の

づ
く
り
産
業
の
振
興
を
図
り
、
工
業

団
地
な
ど
へ
の
企
業
誘
致
を
推
進
す

る
。
茨
城
港
日
立
港
区
で
は
新
車
の

輸
出
入
拠
点
と
し
て
の
集
積
を
進

め
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
を
活
か
し
燃
料
電

池
の
関
連
産
業
な
ど
新
た
な
産
業
集

積
の
促
進
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
豊

か
な
自
然
や
文
化
・
観
光
施
設
な

ど
の
地
域
資
源
と
漁
業
体
験
な

ど
の
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た

さ
と
や
ま
体
験
ツ
ア
ー
を
定
期

的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
県

北
地
域
全
体
で
の
体
験
型
教
育

旅
行
な
ど
を
積
極
的
に
誘
致
す

る
。

議
員　

食
品
表
示
の
適
正
化
を

推
進
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
事

業
者
に
対
す
る
よ
り
効
果
的

な
調
査
や
指
導
の
方
策
に
つ
い

て
、
今
後
県
と
し
て
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

産
地
偽
装
な

ど
の
不
適
正
表
示
を
確
実
に
発

見
す
る
た
め
、（
独
）
農
林
水

産
消
費
安
全
技
術
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
、
県
内
外
産
を
問
わ
ず
幅

広
い
食
品
を
対
象
と
し
た
試
験
検
査

（
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
に
よ
る
牛
肉
・
魚
介

類
の
品
種
判
別
な
ど
）
を
他
県
に
先

駆
け
て
実
施
す
る
。

議
員　

日
立
都
市
圏
に
お
け
る
今
後

の
道
路
整
備
方
針
を
伺
う
。

土
木
部
長　

国
道
六
号
は
大
み
か
町

交
差
点
付
近
七
百
メ
ー
ト
ル
区
間
を

優
先
整
備
区
間
と
し
用
地
測
量
や
物

件
調
査
中
。
接
続
す
る
山
側
道
路
も

平
成
二
十
四
年
度
頃
の
供
用
を
目
指

す
。
日
立
市
久
慈
町
の
国
道
二
四
五

号
は
平
成
二
十
三
年
度
に
全
線
四
車

線
化
を
目
指
す
。
国
道
六
号
バ
イ
パ

ス
は
平
成
二
十
二
年
度
に
見
直
し
計

画
案
が
示
さ
れ
る
よ
う
国
に
働
き
か

け
る
。

（
ほ
か
に
、
日
立
産
業
技
術
専
門
学

院
の
充
実
、
本
県
農
業
の
振
興
戦
略
、

中
一
ギ
ャ
ッ
プ
対
策
な
ど
も
質
問
）

山
中
た
い
子
議
員
（
日
本
共
産

党
）　

家
計
所
得
改
善
の
兆
し

は
見
え
ず
、
水
道
料
金
値
下
げ

の
声
は
切
実
で
あ
る
。
県
水
道

会
計
の
平
成
二
十
年
度
決
算
は

二
十
六
億
円
の
大
幅
黒
字
で
、

特
に
県
南
広
域
水
道
は
十
四
億

円
に
も
の
ぼ
る
。
県
水
道
料
金

の
値
下
げ
を
強
く
求
め
る
が
知

事
の
所
見
を
伺
う
。

知
事　

水
道
料
金
は
、
施
設
整

備
の
た
め
の
借
入
金
の
償
還
や

維
持
管
理
費
、
今
後
の
施
設
改

築
な
ど
の
費
用
を
考
慮
し
な
が

ら
、
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て

設
定
し
て
い
る
。
他
の
広
域
水

道
に
つ
い
て
も
、
施
設
改
築
事
業
や

今
後
見
込
ま
れ
る
老
朽
化
し
た
送
水

管
の
更
新
費
用
な
ど
を
勘
案
し
な
が

ら
定
期
的
に
見
直
し
を
行
い
、
引
き

続
き
適
切
な
料
金
を
設
定
し
た
い
。

議
員　

水
道
の
給
水
量
は
全
体
で
横

ば
い
傾
向
で
あ
る
。
県
は
国
が
中
止

を
決
め
た
八
ッ
場
ダ
ム
に
十
三
億
六

千
万
円
、
湯
西
川
、
思
川
を
含
め
た

ダ
ム
負
担
金
に
は
三
十
億
円
の
予
算

を
計
上
し
て
お
り
こ
れ
ら
の
水
源
開

発
は
必
要
な
い
と
考
え
る
が
知
事
の

所
見
を
伺
う
。

知
事　

水
道
用
水
の
受
給
は
取
水

地
点
や
供
給
区
域
に
よ
り
制
約
が
あ

り
、
全
体
で
は
な
く
個
別
の
給
水
系

ご
と
に
そ
の
実
態
を
見
る
必
要
が
あ

る
。
本
県
の
水
道
普
及
率
を
高
め
、

ま
た
地
下
水
か
ら
水
道
へ
の
利
用
転

換
を
図
る
た
め
に
も
相
当
量
の
水
量

が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
国
で
こ
う

い
っ
た
事
業
の
検
証
を
進
め
て
い
る

の
で
、
十
分
な
説
明
を
求
め
な
が
ら

適
切
な
対
応
を
し
た
い
。

議
員　

私
立
学
校
助
成
策
に
つ
い

て
、
経
常
費
補
助
の
引
き
上
げ
を
求

め
る
。
ま
た
、
授
業
料
減
免
事
業
の

補
助
金
を
増
額
す
べ
き
と
考
え
る
が

知
事
の
所
見
を
伺
う
。

知
事　

経
常
費
に
つ
い
て
は
毎
年
度

補
助
単
価
を
増
額
し
て
い
る
。
本
県

高
等
学
校
の
補
助
単
価
は
全
国
平
均

を
約
四
千
円
上
回
っ
て
お
り
他
県
と

比
較
し
て
も
遜
色
は
な
い
。
ま
た
、

今
回
拡
充
し
た
授
業
料
減
免
制
度
の

ほ
か
、
施
設
設
備
費
な
ど
の
納
付
金

に
も
活
用
で
き
る
各
種
奨
学
金
制
度

な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
利
用
を
促

進
し
、
経
済
的
理
由
で
修
学
困
難
な

生
徒
の
教
育
機
会
の
確
保
を
図
り
た

い
。

（
ほ
か
に
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
の
創
設
や
パ
ン
用
小
麦
「
ユ
メ

シ
ホ
ウ
」
支
援
策
な
ど
も
質
問
）

県
北
臨
海
地
域
の
振
興
は

県
水
道
料
金
の
値
下
げ
は

様
々
な
費
用
を
勘
案
し

適
切
に
料
金
設
定
す
る

水
郡
線
の
輸
送
力
向
上
の
た
め
の

J
R
へ
の
働
き
か
け
は

沿
線
市
町
と
と
も
に
、
利
用
促
進
な
ど
の

検
討
を
行
い
な
が
ら
働
き
か
け
て
い
く

産
業
活
性
化
と

交
流
拡
大
で
振
興
を
図
る


